
出題に際しての留意事項における検討課題  

1．全般的な留意事項  

・現行の出題基準においては、以下の留意事項が挙げられている。「新薬剤師国家試験に  

ついて」に基づけば、④については、実践の場で取り得る解答肢のから最も適切なもの  

を選択する問題や、明らかに誤りである解答肢や重要性が低い解答肢を選択する問題な  

どの出題も考慮すべきではないか。また、この他に留意すべき事項は何か。   

♂薬剤師せLて男錯tをければ扮らない題本属應廊威せ超凝せ評解する儲選そする   

②4つの彪摩分野／ごついて払1縁者／こ威好／こ腰夢Lていることカユら、男顔ガタな周密め携戌仁者たって払  

＿署窟の無いよう＿分野ノ野のノ謬髪にば十分な彪感づj必要である。   

♂資杉尻餅とLて適度掟腰解扮周選ばせげる   

躇の文章舶や条件附こ叙者L、丘解ぼ一つだけであク、それ∠辻井／ま正解で凌い勝とする。   

⑤儲題巧超易が寄居り分野にプ有ら凌いこととする。  

（夢碓な贋ク、jFLいめのぽえ／ま正Lいあのの顔合ゼリ をノ野う原野とする。   
♂好祭好の丘1穿仁ついての鶉修たがすべて二正Lく′．ないと得点が得られなレ＼友試である 朝  

方式／ば、一薬抑として者広原必要せ題碗晩軌窟をノ野う局名酢ごつい潤する。   

・出題に関連する情報をその一部に含む小冊子や画像、写真等の資材（例：添付文書情報）  

の他、会話事例や対応事例などを活用した出題についても考慮してはどうか。  

・一般名、商品名等、医薬品の名称について問題に応じてどのように取り扱うか。  

・複合問題作成に当たっての留意点について  

・その他、留意すべき事項  

2．各領域における留意事項  

【物理・化学・生物】  

・「物理」は、薬の物理化学的・分析的な考え方が身についているかどうかを問うことに   

重点を置いた問題としてはどうか。  

・「化学」は「医薬品の性質を理解すること」を主題とし、有機化合物としての医薬品の   

性質についての基礎的な理解、基礎的な知識を利用した応用力を問うこととしてはどう   

か。  

・「生物」は生体の構造、機能及び生体成分の代謝などに関する基礎的知識及び感染症の   

原因微生物とそれが引き起こす症状、免疫のしくみなどに関する基礎的知識を中心に問   

うこととしてはどうか。  

・その他、留意すべき事項  
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【衛生】  

・現行の出題基準においては、以下の留意事項が挙げられているが、この他に留意すべき   

事項は何か。  

働／とば、卿とLて身／ごつげ丁おぐことが必要せ公衆虜婆上必廊戯・蚕潜を∠基本とする分野で、  

衛生化学■公衆蘇生学を中心とし丁いる。そのク玖 柳に亥当する学抒βを劇示すると、栄養  

化学、虜穿科学、喜好学、親爺教生％学、疫学、登腰学などがあげaれゑ  

〔衛生穿学／で紘疾冴子メ玖 きら／こぼ慮穿の綬好一虜蓼／こ必好の公衆辟堂上のカ磯と錐のうち、  

卿として身につげておくことメj必要と孝之られる深厚衛生、易者衛生、食品衛生弟者、化学％  

質の喜好など／こノ労する．基本行事穿あ塩野す武  

者讃靡疲をノ野う闇酢ごつい丁ぼ、深慮衛生上のノ音義がニ大きぐ、かつ、当炭分野仁おいて流用きれてい  

るあの、また／ま原割に量要せ邑ののみを躇L、その．音義戯宏原習なと＼ノ託静また／ゴ劇若美彪の  

ため／こ必要ときれる基藤野享有を′野うこととする。専聯仁おいて夢移すべき廃炉などの讃顔ばβ  

屠Lないこととする。  

各覆基準などの炭虐ぼ、厨摩することメj必好また躇め丁肴眉な炭膠である歩合を廉い手数窟その  

邑のをノ野う脱しないこととする。   

働野との′謬整ノ  

衛生腰輝彦靡せLて、食品衛生彦、化学教好の審査皮び毅彦掌の虜瀞に厨する彦辟、有声緻質を含有  
する家庭舶の虜御仏野する彦摩＼草炭深厚疲筈について／よ、／葡彗賓学ノ／こおいて虎膠する。  

また、産薬品の顔穐覿辟脚とLて㈱で躇きれるが、J穿着％を含む脚な有害仕草  

勿質の顔殉教慶ば傾鰍において躇する。きら／こ、斉着化学仁厨LT／ま、蔵置筈の∠基本蜘  
戯／拐財とLて 

こ耳ノー・ミ’・、  

【薬理】  

・「薬理」と「病態・薬物治療」との調整をどのように考えるべきか。例えば、薬理作用   

や作用機序に関する出題を中心としてはどうか。  

・その他、留意すべき事項  

【薬剤】  

・「薬剤」は、生体で薬が効果を示すプロセス及び製剤に係る化学の両方の分野について、   

バランスを考慮して出題することとしてはどうか。  

・その他、留意すべき事項  

【病態・薬物治療】  

・「病態・薬物治療」は、患者の病態生理を理解し、適正かつ安全な薬物治療法の遂行等   

のために必要な知識等を問うものとしてはどうか。  

・「病態・薬物治療」においては、病態生理、代表的な治療薬、使用上の注意に関する出   

題を中心とし、作用機序に関する出題は避けることと．してはどうか。また、臨床検査の   

基礎知識等を含めた問題の作成も考慮してはどうか。  

・抗悪性腫瘍薬及び抗菌薬については「薬理」に含まれないが、「病態・薬物治療」にお  
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いてその薬理作用を問うこととしてもよいか。  

・「薬理」等の他領域との調整にあたり、特に留意が必要な点はないか。一  

・その他、留意すべき事項  

【法規・制度・倫理】  

・「法規・制度・倫理」は、薬剤師としての業務を遂行するに際して必要な法的知識及び   

これらの関連する各嘩の制度ならびに医療の担い手としての任務を施行するための保持  

j  すべき倫理規範的知識や態度について問うものとしてはどうか。  
・末梢的規制の問題作成は避けることとしてはどうか。  

・法律などに照らして薬剤師の行動等が正しいかどうかを問うような問題も考慮してはど   

うか。  

・「原則として」の有無により正誤が入れ替わるような出題はできるだけ避けることとし   

てはどうか。  

・その他、留意すべき事項  

【実務】  

・「実務」における出題のうち必須問題では、医療の担い手である薬剤師として特に必要   

不可欠な資質を確認することとし、医薬品を一商品としてではなく、生命と関連性が高   

いことを常に意識し、安全性が最優先されるべきことを理解しているかを、また、患者   

の希望に沿った医療に貢献できるよう人間関係の必要性を理解しているかを問うことと   

してはどうか。  

・一般問題は、医薬品に対する高い科学的知識を必要であることを理解し、チーム医療の   

中で、薬のプロフェッショナルとして、薬物の適正使用のための情報提供ができている   

かなど、医療の担い手である薬剤師が直面する一般的課題を解釈・解決するための資質   

の確認を問うこととしてはどうか。したがって、複数の解決法（解）から最適な解を選   

択できるような設問も適宜組み込むこととしてはどうか。  

・「実務」においては、他分野すべてが土台となることから、重複のないよう分野間の調   

整には十分な配慮が必要ではないか。  

・その他、留意すべき事項  
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